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紹介と批評

　
　
℃
圧
一
首
　
≦
ユ
鵬
窪

　
　
O
亀
G
り
、
註
R
o
。
き
導
鳴
q
民
㌦
さ
＼
神
飛
騎

亀
§
駄
』
ミ
o
り
恥
ら
ミ
＼
母
▽
◎
、
の
ミ
b
b
む
（
P
・
ラ
イ
ト
著

『
英
国
に
お
け
る
ガ
ス
価
格
－
市
場
と
供
給
不
安
定
1
』
）

　
一
　
わ
が
国
で
は
、
電
力
市
場
及
び
ガ
ス
の
小
売
市
場
の
六
割
強

が
自
由
化
さ
れ
、
残
る
家
庭
用
需
要
家
を
含
め
た
全
面
自
由
化
の

（
是
非
・
時
期
・
移
行
措
置
等
の
）
検
討
が
、
二
〇
〇
七
年
度
に
審

議
会
で
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
藤
原
淳
一
郎
「
ガ
ス
市
場
の
自

由
化
」
一
二
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
〇
三
号
八
二
、
一
〇
六
頁
参
照
）
。

電
力
・
ガ
ス
自
由
化
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
英
国
の
ガ
ス
市
場

に
つ
い
て
、
評
者
の
直
弟
子
の
日
本
大
学
助
教
授
友
岡
史
仁
君
の
一

連
の
緻
密
な
研
究
（
「
国
有
企
業
時
代
の
英
国
ガ
ス
事
業
」
法
学
政

治
学
論
究
四
〇
号
、
「
英
国
ガ
ス
の
民
営
化
に
つ
い
て
」
同
誌
四
二

号
、
コ
九
九
五
年
ガ
ス
法
制
定
後
の
英
国
ガ
ス
市
場
自
由
化
の
展

開
」
同
誌
四
五
号
、
「
英
国
ブ
レ
ア
政
権
下
の
ガ
ス
事
業
規
制
改
革

二
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
」
同
誌
五
〇
号
等
）
が
あ
る
。

友
岡
君
の
続
稿
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
書
は
、
経
済

学
者
の
目
か
ら
二
〇
〇
三
年
以
降
の
英
国
の
ガ
ス
価
格
高
騰
と
今
後

の
政
策
課
題
を
分
析
し
て
お
り
、
わ
が
国
で
の
議
論
の
素
材
と
し
て

も
、
極
め
て
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

　
本
書
著
者
の
ラ
イ
ト
教
授
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
経
済
学
を

修
め
た
後
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
で
経
済
学
博
士
を
取
得
し
、
二

〇
年
以
上
に
わ
た
り
石
油
・
ガ
ス
・
電
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
及
び

そ
の
自
由
化
を
研
究
す
る
シ
ェ
フ
ィ
ル
ド
大
学
（
d
巳
＜
①
邑
昌
　
9

ω
ぎ
窪
①
匡
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
及
び
経
済
学
教
授
で
あ
る
。
彼
は

本
年
二
〇
〇
六
年
三
月
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
の
フ
レ
ム

（
固
餌
日
Φ
）
欧
州
ガ
ス
会
議
一
日
目
「
英
国
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
報
告

者
で
あ
っ
た
が
、
評
者
は
、
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
て
い
て
聞
き
逃
し

た
た
め
、
九
月
下
旬
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
の
I
I
R
ガ
ス
会
議
の
翌
日

に
、
シ
ェ
フ
ィ
ル
ド
大
学
で
面
会
の
約
束
を
と
り
つ
け
て
い
る
。

　
二
　
本
書
の
構
成
は
、
序
言
、
第
一
章
・
需
要
、
供
給
、
自
由
化

（
一
ー
二
三
頁
）
、
第
二
章
・
英
国
ガ
ス
・
チ
ェ
イ
ン
の
所
有
［
関

係
］
（
二
四
i
五
一
頁
）
、
第
三
章
・
市
場
と
契
約
（
五
二
－
七
六

頁
）
、
第
四
章
・
卸
価
格
（
七
七
－
二
一
頁
）
、
第
五
章
・
被
規
制

費
用
”
輸
送
と
配
給
（
一
二
一
－
一
三
四
頁
）
、
第
六
章
・
最
終

［
小
売
］
ガ
ス
価
格
（
二
二
五
ー
一
五
二
頁
）
、
第
七
章
・
結
論
と
政

策
展
望
（
一
五
三
－
一
六
二
頁
）
の
全
七
章
の
あ
と
、
参
考
文
献
、

索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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著
者
は
、
本
書
序
言
に
お
い
て
、
英
国
ガ
ス
卸
価
格
の
乱
高
下
と

高
騰
の
市
場
行
動
の
原
因
に
つ
い
て
、
包
括
的
視
点
を
樹
立
す
る
こ

と
を
試
み
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
英
国
ガ
ス
市
場
に
つ
い
て
、

（
石
油
随
伴
ガ
ス
の
比
重
の
増
大
を
含
む
）
国
産
ガ
ス
、
輸
入
ガ
ス
、

国
内
需
要
の
季
節
的
変
動
等
の
需
給
構
造
（
第
一
章
）
、
ガ
ス
市
場

の
上
流
（
ガ
ス
田
）
か
ら
下
流
（
供
給
）
ま
で
の
各
レ
イ
ア
の
有
力

企
業
及
び
電
力
市
場
と
の
融
合
を
含
む
市
場
支
配
力
の
有
無
（
第
二

章
）
、
従
来
の
長
期
契
約
か
ら
自
由
化
後
の
短
期
取
引
を
含
む
市
場

及
び
契
約
形
態
（
第
三
章
）
、
ガ
ス
卸
価
格
の
乱
高
下
の
現
状
と
、

ガ
ス
卸
価
格
と
需
要
と
の
相
関
関
係
（
消
極
）
、
自
由
化
後
の
様
々

な
ガ
ス
価
格
相
互
間
の
相
関
関
係
（
一
部
積
極
）
、
石
油
価
格
と
の

相
関
関
係
（
消
極
）
を
分
析
し
、
過
去
の
ガ
ス
卸
価
格
形
成
の
諸
誘

因
（
簿
お
鴨
邑
か
ら
価
格
形
成
類
型
（
↓
ξ
b
O
δ
腹
8
）
化
を
試

み
（
第
四
章
）
、
高
圧
及
び
低
圧
輸
送
シ
ス
テ
ム
、
ア
ク
セ
ス
費
用

の
規
制
時
代
か
ら
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
導
入
、
需
要
家
群
ご
と
の
最
終
ガ

ス
価
格
に
対
す
る
輸
送
費
用
の
比
重
の
差
（
第
五
章
）
、
非
家
庭
用

（
8
口
己
○
旨
8
§
）
と
家
庭
用
と
に
分
け
て
、
卸
価
格
の
変
動
の

ガ
ス
最
終
価
格
（
団
ぎ
巴
胃
一
8
）
へ
の
寄
与
度
を
分
析
し
（
第
六

章
）
、
終
章
に
お
い
て
、
「
自
由
化
」
自
体
は
成
功
だ
が
、
ガ
ス
価
格

高
騰
の
家
庭
用
及
び
ガ
ス
多
消
費
需
要
家
へ
の
影
響
を
考
え
て
、
料

金
規
制
と
生
産
者
に
よ
る
貯
蔵
の
二
つ
の
政
策
提
言
と
と
も
に
、
市

場
原
理
（
ヨ
費
ぎ
け
賞
づ
3
ヨ
①
導
巴
ω
）
の
面
で
は
、
石
油
価
格
連

動
性
へ
の
再
考
察
と
L
N
G
輸
入
増
に
よ
る
供
給
安
定
化
を
示
唆
し
、

最
後
に
供
給
問
題
及
び
環
境
問
題
の
観
点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の

削
減
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（
第
七
章
）
。
壮
大
な
自
由
化
実
験
の

英
国
な
ら
で
は
か
も
知
れ
な
い
が
、
引
用
さ
れ
る
政
府
文
書
、
こ
と

に
電
力
・
ガ
ス
庁
（
O
F
G
E
M
）
の
市
場
分
析
の
報
告
書
の
多
さ

と
内
容
の
密
度
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
著
者
が
、
右
以
外
の
幾
多

の
資
料
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
三
　
評
者
な
り
に
著
者
の
注
目
す
べ
き
指
摘
を
拾
う
と
、
①
短
期

的
供
給
減
等
の
供
給
シ
ョ
ッ
ク
ヘ
の
対
応
は
、
従
前
の
垂
直
統
合
国

有
企
業
な
ら
企
業
内
で
リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
た
が
、
「
自
由
化
」
後

は
、
供
給
側
も
不
確
実
性
が
高
ま
り
（
一
七
－
二
〇
頁
）
、
他
方
、

需
要
側
に
と
っ
て
も
、
供
給
者
変
更
の
途
は
あ
っ
て
も
抜
本
解
決
に

は
な
ら
ず
、
供
給
中
断
（
一
旨
R
三
宮
量
o
）
条
項
付
き
契
約
や
燃

料
転
換
等
の
需
要
代
替
可
能
性
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
四
－
八
、

五
〇
1
五
一
頁
）
。
②
市
場
シ
ェ
ア
か
ら
み
る
と
、
シ
ェ
ル
は
上
流

ガ
ス
田
で
、
（
旧
国
有
企
業
系
）
セ
ン
ト
リ
カ
は
、
ガ
ス
田
、
貯
蔵
、

家
庭
用
（
9
日
8
§
）
で
優
位
だ
が
、
「
市
場
支
配
力
」
の
有
無
と

し
て
は
、
力
の
行
使
、
換
言
す
れ
ば
企
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
リ
オ
が
問

わ
れ
る
。
価
格
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
企
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
リ
オ
の

典
型
的
二
例
と
し
て
、
家
庭
用
需
要
家
市
場
専
念
の
（
ド
イ
ツ
系
）
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R
W
E
と
、
上
流
の
資
産
を
う
ま
く
下
流
市
場
に
生
か
す
セ
ン
ト
リ

カ
の
両
者
（
四
七
－
五
〇
頁
）
が
あ
る
。
セ
ン
ト
リ
カ
は
、
上
流
の

ガ
ス
生
産
高
減
少
を
卸
価
格
引
上
げ
で
相
殺
し
、
小
売
価
格
引
上
げ

に
よ
っ
て
も
営
業
利
益
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
（
四
七
－
五
一

頁
）
。
③
わ
が
国
で
も
関
心
の
高
い
小
売
市
場
で
の
需
要
家
に
よ
る

供
給
者
変
更
（
ω
且
a
匡
お
）
の
分
析
（
七
五
－
七
六
頁
）
、
④
二

〇
〇
二
年
四
月
以
降
料
金
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
家
庭
用
ガ
ス
価
格
の

近
時
の
上
昇
の
要
因
を
、
電
力
・
ガ
ス
庁
は
卸
価
格
の
上
昇
に
よ
る

も
の
と
分
析
す
る
が
、
著
者
は
最
終
価
格
の
要
素
を
解
析
し
た
結
果
、

卸
価
格
で
は
な
く
供
給
費
（
費
用
と
利
潤
を
含
む
霊
薯
ξ
日
餌
詩
－

仁
℃
）
の
上
昇
に
よ
る
と
の
、
貴
重
な
分
析
（
一
四
五
－
一
五
二
頁
）

等
が
あ
る
。

　
次
に
三
点
ば
か
り
、
評
者
の
疑
問
・
感
想
を
記
し
て
お
く
。

　
第
一
に
、
セ
ン
ト
リ
カ
を
（
②
④
等
）
随
所
で
問
題
視
し
て
い
る

反
面
、
成
熟
し
た
家
庭
用
ガ
ス
市
場
に
誰
が
参
入
を
希
望
す
る
か
等

の
記
述
も
あ
り
（
一
五
九
頁
）
、
著
者
が
同
社
の
「
市
場
支
配
力
」

（
日
”
詩
9
8
名
R
）
を
、
米
国
流
の
「
独
占
化
（
ヨ
9
8
0
一
一
N
甲

江
自
）
」
に
せ
よ
欧
州
流
の
「
支
配
的
地
位
の
濫
用
（
ぎ
島
①
9

α
○
日
ぎ
餌
旨
℃
o
ω
置
o
昌
）
」
に
せ
よ
（
9
」
≦
曽
詩
因
し
o
巴
ω
o
p
）
』
§

』ミ

ミ
§
ミ
賊
§
ミ
』
ミ
蹄
ミ
。
り
妹
肉
篭
ミ
ミ
ふ
ふ
［
8
0
一
］
）
藤
原
淳
一

郎
「
欧
州
に
お
け
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
論
の
継
承

（
一
）
（
二
・
完
）
」
法
学
研
究
七
四
巻
二
号
、
三
号
［
二
〇
〇
一

年
］
）
、
競
争
法
上
「
違
法
」
と
ま
で
判
断
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
著
者
が
法
律
家
で
な
い
こ
と
を
承
知

の
う
え
で
も
若
干
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
と
い
う
の
が
、
正
直
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
著
者
は
、
右
の
非
生
産
的
・
不
毛
な
議

論
（
P
）
に
代
え
て
、
家
庭
用
需
要
家
保
護
の
処
方
箋
を
提
唱
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
二
年
四
月
以
降
価
格
規
制
を
撤
廃
し
完

全
自
由
化
し
て
し
ま
っ
た
家
庭
用
電
力
・
ガ
ス
料
金
に
つ
い
て
、
新

た
な
規
制
（
お
一
呂
ぎ
質
一
8
お
讐
一
呂
2
）
の
提
案
で
あ
る
（
一

六
〇
頁
）
。
右
提
案
は
、
従
前
の
料
金
規
制
の
手
法
で
あ
っ
た
公
正

報
酬
率
（
寅
8
9
お
ε
毎
）
規
制
（
R
し
m
日
o
ω
Ω
ω
g
σ
蒔
辟
＼

と
ぴ
①
旨
い
。
U
き
一
Φ
一
ω
窪
＼
U
四
く
こ
刃
国
m
日
R
ω
畠
Φ
p
）
、
蕊
ミ
ミ
8

ミ
勺
ミ
ミ
箒
q
ミ
賊
愚
肉
ミ
8
）
一
〇
〇
〇
斥
［
ぎ
α
巴
こ
一
〇
〇。
o
o
］
“
空
－

魯
蝉
益
』
空
R
o
ρ
魯
。
＼
団
旨
ω
叶
O
①
一
浮
o
目
P
肉
轟
ミ
ミ
＆
ミ
駄
婁
－

融
暗
G
り
る
ト
区
浮
巴
こ
一
〇
8
］
）
や
価
格
上
限
（
賓
一
8
0
8
）
規
制

（
植
草
益
『
公
的
規
制
の
経
済
学
』
一
六
八
頁
以
下
［
一
九
九
一
年
］

参
照
）
の
復
活
で
は
な
い
に
し
て
も
、
い
っ
た
ん
外
し
た
事
前

（
Φ
図
き
8
）
規
制
方
式
の
復
活
が
現
実
問
題
実
現
可
能
な
も
の
か
ど

う
か
、
ま
た
、
右
に
提
唱
す
る
料
金
規
制
に
よ
っ
て
、
著
者
が
問
題

視
す
る
よ
う
な
弊
害
を
有
効
に
除
去
で
き
る
も
の
か
等
、
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
、
今
後
の
詳
論
を
期
待
し
た
い
。
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第
二
に
、
著
者
が
試
み
た
ガ
ス
卸
価
格
形
成
誘
因
の
類
型
化
（
一

〇
九
頁
）
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
分
析
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誘

因
の
確
率
や
対
処
法
が
示
さ
れ
れ
ば
と
も
っ
と
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
は
、
評
者
の
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
か
も
知
れ
な
い
。

著
者
は
、
ガ
ス
卸
価
格
の
乱
高
下
・
価
格
上
昇
へ
の
処
方
箋
と
し
て
、

ガ
ス
生
産
者
に
よ
る
ガ
ス
貯
蔵
（
ω
8
声
篶
）
を
提
唱
す
る
（
一
六

〇
1
一
六
一
頁
）
。
現
時
点
で
ガ
ス
貯
蔵
施
設
（
表
一
・
四
）
は
、

ガ
ス
生
産
者
に
限
ら
な
い
で
各
レ
イ
ヤ
が
保
有
し
て
い
る
（
表
二
・

五
）
が
、
著
者
の
よ
う
に
今
後
は
生
産
者
が
貯
蔵
を
手
掛
け
る
と
い

っ
て
も
、
価
格
を
冷
や
す
効
果
の
あ
る
貯
蔵
を
生
産
者
が
喜
ん
で
手

掛
け
る
と
い
う
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
困
難
な
よ
う
に
思
え
、
著
者

と
し
て
は
、
助
成
策
込
み
で
の
義
務
付
け
ま
で
意
図
す
る
の
か
ど
う

か
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
、
副
作
用
と
し
て
、
生
産
者
の
市
場
価
格
へ

の
影
響
力
を
今
以
上
に
増
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
問

も
湧
く
。
著
者
自
身
も
認
め
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
L
N
G
輸
入
に
よ

る
市
場
の
安
定
（
一
六
一
頁
）
の
方
が
、
卸
価
格
の
低
廉
化
・
安
定

化
に
効
く
か
も
知
れ
な
い
。

　
第
三
に
細
か
い
こ
と
な
が
ら
、
ガ
ス
価
格
と
石
油
製
品
価
格
を
比

較
す
る
の
な
ら
、
ガ
ス
・
オ
イ
ル
（
H
軽
油
）
（
一
〇
五
頁
）
で
な

く
代
替
燃
料
性
の
高
い
重
油
、
灯
油
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

の
が
、
日
本
の
ガ
ス
市
場
を
前
提
に
考
え
た
と
き
の
評
者
の
率
直
な

印
象
で
あ
る
。

　
英
国
の
電
力
民
営
化
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
評
者
が
学
部
ゼ
ミ
夏

合
宿
勉
強
会
テ
キ
ス
ト
に
も
し
た
ざ
げ
昌
誓
霞
①
ざ
↓
壽
切
試
駐
誉

史
§
融
魯
帖
身
肉
奄
ミ
誉
鴨
ミ
（
一
8
①
）
が
今
や
古
典
的
名
著
で
あ
り
、

そ
の
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
に
つ
い
て
の
∪
一
9
R
＝
巴
β
肉
ミ
ミ
簿
ヤ

導
鳴
G
リ
ミ
欝
貸
ミ
織
導
鳴
塞
亀
＼
評
魁
％
ヒ
o
試
融
o
。
説
肉
§
鳴
＼
頭
緊
、
ミ
魯
紀

竃
ミ
鳴
電
邉
（
8
8
）
も
良
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
執

筆
時
点
の
関
係
で
、
二
〇
〇
二
年
以
降
の
英
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の

動
き
を
収
め
て
い
な
い
。
本
書
は
、
こ
の
意
味
か
ら
し
て
も
、
英
国

ガ
ス
市
場
の
現
状
を
、
図
表
を
織
り
交
ぜ
て
大
変
読
み
や
す
く
分
か

り
や
す
く
、
か
つ
極
め
て
冷
静
・
客
観
的
に
説
得
力
に
富
む
分
析
を

し
て
お
り
、
右
二
著
を
引
継
ぐ
秀
作
と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
執
筆
時
点
（
二
〇
〇
五
年
秋
）
以
降
、
〇
五
／
〇
六
年
冬
場
に

ま
た
も
や
英
国
の
ガ
ス
価
格
は
高
騰
し
た
（
藤
原
淳
一
郎
「
欧
州
ガ

ス
市
場
の
動
向
H
」
N
G
争
奪
戦
は
世
界
的
規
模
で
激
化
す
る
！
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
二
〇
〇
六
年
六
月
号
二
六
、
二
八
頁
参
照
）
が
、
本
書

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
意
味
か
ら
も
、
そ
の
原
因
や
処
方
箋
を
も
含

め
て
、
本
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
た
い
。

（
○
惹
o
益
d
巳
＜
Φ
邑
身
零
①
ω
ω
』
。
。
9
図
＜
＋
一
お
o
p
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
九
月
三
日
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
淳
一
郎
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